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近年、情報通信技術の進展によりパソコンや携帯電話が普及し、多くの人がイ
ンターネット等から容易に情報を得ることができる時代となった．またブログや
ソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）により、他者とのコミュニケーショ
ンを容易に行うことが可能となった．また、地域社会においては高齢化や過疎化
などにより地域活力の低下が著しく、地域活性化は大きな課題となっている．本
研究では、ポイント利用サービスなどにより、地域内の人々の繋がりを強めるこ
とだけでなく、地域外からの参加者も呼び込むことが可能となる地域活性化支援
システムを提案する． 

 

A proposal of the Support System for Activating 
the Community with the Use of Point service. 
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Recently, many people is possible to take much information easily with PC and 
cellular phone through the Internet. Furthermore, blog and SNS can be used for the 
communication with other persons. In the local community, there is the problem that a 
force of the community become to be smaller by the influence of aging and 
depopulation. In this research, we propose the support system for activating the 
community by strengthening the connection in it and drawing outside persons with the 
use of point service. 
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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

近年、情報通信技術の進展によりパソコンや携帯電話が普及し、多くの人がインタ

ーネット等から容易に情報を得ることができる時代となった．またブログやソーシャ

ルネットワークサービス（ＳＮＳ）により、他者とのコミュニケーションを容易に行

うことが可能となった．また、地域社会においては高齢化や過疎化などにより地域活

力の低下が著しく、地域活性化は大きな課題となっている． 

これまで、地域通貨やＳＮＳを用いることで相互扶助の実現や地域ネットワークの

強化により、地域活性化をはかるための研究が行われてきた[1],[3],[4]．さらに、

他の地域社会からの移動による地域活性化の方法も提案されている[2]．本

研究では、地域内の人々の繋がりを強めることだけでなく、地域社会の外からの参加

者も呼び込むことが可能となる地域活性化支援システムを提案する． 

このため、一つの地域社会（Ａ町）を取り上げ、この地域で既に実施されている「健

康づくりポイントサービス」を基にして、パソコンや携帯電話を用いた「ポイントサ

ービス機能」、「情報推薦機能」や「ブログ機能」により、繰り返し来訪してもらい、

関心を持ち続けてもらい、地域外からも人を呼び込めることをめざした．また、実装・

試作と運用実験により基本的な機能の確認と簡単な評価を実施した． 

 

2.2.2.2. 地域活性化支援の方法地域活性化支援の方法地域活性化支援の方法地域活性化支援の方法    

 ここでは、主な支援機能である「ポイントサービス機能」、「情報推薦機能」と「ブ

ログ機能」について述べる 
（１）ポイントサービス機能 

Ａ町では、毎日健康づくりに取り組むことで町民に対し健康な体作りを促進してい

る．具体的には「Ａ町健康づくりポイント」を導入し、毎日のウォーキングなどの健

康づくりや健診、健康行事などへの参加の取り組み後、専用の用紙に取り組んだ分に

応じたポイントを記載し、それを日々ためていくものである．たまったポイントは特

典との交換が可能であり、町民の健康づくりへの取り組みに対して支援を行っている．

これは町民であれば誰でも参加できるようになっている． 

本ポイントサービス機能は「Ａ町健康づくりポイント」の仕組みを基に情報システ

ム化を行い、パソコンや携帯端末でも利用できるようにしたものである．さらに、管

理者が企画するツアーに参加することでポイントを得ることもできるようになってい

る．このポイントはＡ町で利用できるイベント参加券や商品券などの特典と交換する

ことができる．また、健康づくりの活動は本来町民のみを対象としたものだが、これ

を情報システムとして構築することでＡ町以外の人々を取り込み、町民の健康促進の

みならず町外からの観光客などの来訪者のリピート率を高めることが期待される． 
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（２）情報推薦機能 

また、この情報システムシステム上ではＡ町に関する情報を閲覧することができ

る．システム上では参加者の関心のある分野をいくつか設定し、その分野に関する集

客を見込むことで町への来訪者を増加させる．そして、管理者が企画するツアーや参

加者へのレコメンド機能によって各々の関心分野を連携させ、これにより参加者同士

を繋げ、関心分野を広げてより多くの集客をめざしている．図１に、まず始めに健康・

スポーツなどに関心を持った参加者が、レコメンド機能により、自然や食などの他の

分野に興味を持つようになることが説明されている． 

（３）ブログ機能 

ブログ機能により、地域に関する健康活動や、自然や伝統などの観光資源について

の様々な情報発信を行うことで、Ａ町以外の多くの参加者にＡ町に関心を持ってもら

うことを目指している． 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

3.3.3.3. 地域支援活性化システムの提案地域支援活性化システムの提案地域支援活性化システムの提案地域支援活性化システムの提案    

3.1.3.1.3.1.3.1. システム概要システム概要システム概要システム概要    

本システムは、パソコンや携帯電話を用いた「ポイントサービス機能」、「情報推薦

機能」や「ブログ機能」により、この地域で既に実施されている「健康づくりポイン

トサービス」を基にして、町民だけでなくＡ町の外からの参加者の健康促進を図ると

共に、自然や伝統などのＡ町の観光資源の情報発信と町外からの来訪者の増加により、

地域の活性化をめざしたものである。 

図２に示すように、ユーザ（参加者）は「ポイントサービス機能」を用いてポイン

ト申請を行い、ポイントが貯まった際にはイベント参加券や商品券などのポイント特

典を受け取ることができる。また、ポイント得点の閲覧やポイント得点の利用時に、

他のサービスの推薦情報を受け取る。さらに、様々なイベント情報や出来事の情報を

ブログにより交換する。 

 

 

本システムの参加者(ユーザ)機能と管理者機能は以下のようである。 
 
 

（１）参加者機能 
① ポイント申請・取得 – 健康づくり活動を申請してポイントを取得する 
② ポイント利用 – ポイントを特典と交換する 
③ ポイント情報 – 過去の申請や参加ツアー、保持ポイント数などを確認する 
④ ブログ – 山北町の情報やツアー情報、特典情報を閲覧する 
⑤ 退会処理 – 管理者に対して退会申請を行う 
（２）管理者機能 
① ブログ – ブログの書込みや編集、削除を行う 
② ツアー提案 – ツアーの提案、編集、削除を行う 

③ 特典の追加・削除 – ポイントと交換する特典の追加、編集、削除を行う 

 

 

 

 

 

図 1 ユーザ関心の連携と拡大    
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3.2.3.2.3.2.3.2. システム構成システム構成システム構成システム構成    

 

図 2 システム概要図 

図 3 システム構成図 
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本システムの各機能とデータベースとの関連

クセスする形で処理を行う．上図における各機能

 

(1) 参加登録 – ユーザは必要な情報を入力し、システムへの参加登録を行う．

(2) ユーザサインイン – ユーザ名、パスワードを入力してサインインする．

(3) ユーザ登録情報編集 – ユーザが自分の登録情報を編集する．

(4) ユーザサインアウト – システムからサインアウトする．

(5) ツアー提案 – 管理者はツアー情報を入力し公開する．当該機能は上記

方式 の（２）管理者機能②に対応する．

(6) ツアー参加申請 – ユーザは各ツアーに対し参加申請を行う．

(7) ブログ – 管理者はブログを書き込み公開する．ユーザはブログ記事を閲覧し、

コメントを書き込む．当該機能は上記

理者機能①に対応する． 

(8) 管理者サインイン - ユーザ名、パスワードを

(9) 管理者サインアウト - システムからサインアウトする．

(10) ポイント申請・取得 – ユーザは健康づくりの活動を申請してポイントを得る．

当該機能は上記 3.1 提案方式 の（１）参加者機能①に対応する。

(11) ポイント利用 – ユーザはポイントと特典を交換する．当該機能は上記

方式 の（１）参加者機能②に対応する．

(12) ポイント情報 – ユーザは自分のポイントに関する情報を閲覧する．当該機能は

上記 3.1 提案方式 の（１）参加者機能③に対応する．

(13) レコメンド機能 – ユーザの関心分野に合わ

メンドする． 

(14) 特典の追加・削除 – 管理者はポイントと交換する特典を追加、削除する．当該

機能は上記 3.1 提案方式 の（２）管理者機能③に対応する．

(15) 退会処理 – ユーザは退会申請を行い、管理者はユーザを削除する．

上記 3.1 提案方式 の（１）参加者機能⑤に対応する
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本システムの各機能とデータベースとの関連を上図 3 に示す．主にデータベースにア

クセスする形で処理を行う．上図における各機能について以下に説明する． 

ユーザは必要な情報を入力し、システムへの参加登録を行う． 

ユーザ名、パスワードを入力してサインインする． 

ユーザが自分の登録情報を編集する． 

システムからサインアウトする． 

管理者はツアー情報を入力し公開する．当該機能は上記 3.1 提案

の（２）管理者機能②に対応する． 

ユーザは各ツアーに対し参加申請を行う． 

管理者はブログを書き込み公開する．ユーザはブログ記事を閲覧し、

コメントを書き込む．当該機能は上記 3.1 提案方式 の（１）参加者機能④、管

ユーザ名、パスワードを入力してサインインする． 

システムからサインアウトする． 

ユーザは健康づくりの活動を申請してポイントを得る．

の（１）参加者機能①に対応する。 

ユーザはポイントと特典を交換する．当該機能は上記 3.1 提案

の（１）参加者機能②に対応する． 

ユーザは自分のポイントに関する情報を閲覧する．当該機能は

の（１）参加者機能③に対応する． 

ユーザの関心分野に合わせてブログ記事、ツアー情報をレコ

管理者はポイントと交換する特典を追加、削除する．当該

の（２）管理者機能③に対応する． 

ユーザは退会申請を行い、管理者はユーザを削除する．当該機能は

参加者機能⑤に対応する． 
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3.3.3.3.3.3.3.3. 実装実装実装実装    

本システムの実装環境構成を表 1 と表２にに示す． 

表 1 ハードウェア環境 

使用目的 システムサーバ 

マシン名 HP ML310G5P CTO Chassis 

CPU Intel CORE2 Duo プロセッサー E8400 

HDD 500MB 

 
表 2 ソフトウェア環境 

OS centOS 5.5 

プログラミング言語 PHP5.2.15 

データベースサーバ MySQL5.1 

Webサーバ Apache2 

メールサーバ Sendmail 

開発環境 Movabletype5 

 

ポイントシステムのユーザインターフェースと携帯電話からのインターフェース、

ポイント利用とレコメンドについて図４、図５、図６に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ポイント利用画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 レコメンド利用画面 図 4 携帯電話からアクセスした画面 
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4.4.4.4. 評価評価評価評価    

4.1.4.1.4.1.4.1. 評価項目と評価方法評価項目と評価方法評価項目と評価方法評価項目と評価方法    

評価項目は以下の 3 つである． 
(1)システムの使い易さ 
(2)個人情報の認識 
(3)地域活性化の効果 

評価方法はＡ町でのシステムの実証実験、及びユーザに対しアンケート調査を行

た．評価項目(1)、(2)に関してはユーザへのアンケート調査を基に評価し、

てはアンケート結果及び実証実験により評価する． 
 

4.2.4.2.4.2.4.2. 評価実験評価実験評価実験評価実験    

2010年 11月 23日、A 町においてシステムの実証実験を行った．

いうイベントに合わせて参加登録を呼びかけ、A 町内外の 60
た．同日、午前・午後と散策ツアーを 2 回開催し、システムの周知を行った．本シス

テムの運用期間は 6 ヶ月間を予定しており、2011年 5 月までとなっている．その後は

様子を見つつ継続していくということになる． 
なお、評価項目は（１）システムの使いやすさについて、（２）個人情報

ついて、（３）地域の活性化という目的の達成度合いの３項目である。（１）、（２）に

関してはユーザへのアンケートを実施して評価する。（３）に関しては運用実験の検

証・分析により評価を行う． 
 

4.3.4.3.4.3.4.3. 評価結果評価結果評価結果評価結果    

アンケート実施 ２０１１年１月３１日 有効回答数：２４

（１） システムの使いやすさについて 

システムに関するアンケート調査を行った結果では、システム画面について「見易か

った」との回答がほとんどであった．システムの使い方や操作指示についても「分か

りやすい」「どちらかといえば分かりやすい」という回答が

築における工夫点が生かされた形となった． 
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ステムの実証実験、及びユーザに対しアンケート調査を行っ

調査を基に評価し、(3)に関し

においてシステムの実証実験を行った．A 町産業まつりと

60人に参加登録をして頂い

回開催し、システムの周知を行った．本シス

月までとなっている．その後は

なお、評価項目は（１）システムの使いやすさについて、（２）個人情報の認識に

ついて、（３）地域の活性化という目的の達成度合いの３項目である。（１）、（２）に

関してはユーザへのアンケートを実施して評価する。（３）に関しては運用実験の検

有効回答数：２４ 

るアンケート調査を行った結果では、システム画面について「見易か

った」との回答がほとんどであった．システムの使い方や操作指示についても「分か

りやすい」「どちらかといえば分かりやすい」という回答が 79％を占め、システム構

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1システムの使いやすさについて

 

（２） 個人情報の認識について 

アンケート調査では、システム登録時・利用時に個人情報を扱うことについて「不安

はなかった」という回答が 62％を占めている．また、抵抗なく提供できる個人情報は

「性別」が最も多く、「氏名」「メールアドレス」と続いた．「住所」や「電話番号」は

最も少なく、提供しにくい情報であるとの認識が強いといえる．メールアドレスは、

変更が簡単に出来るという点で提供しやすい情報と言える．

 信頼できる管理者に対して提供できる個人情報は「氏名」や「住所」が多く、管理

者の信頼度合いによっては住所などの情報を提供することに抵抗がなくなるというこ

とが言える．その点で、こういった個人情報を扱うシステムのセキュリティ、管理者

の配慮がシステムの普及に繋がる大きな要因になると考えられる．

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2個人情報の認識について

 

 

 

ポイント機能のし易さ

使いやすい
83%

使いにくい
4%

無回答
13%

個人情報に関しての不安

不安だった
12%

不安はなかった
62%

どちらともいえな

い
13%

無回答
13%
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システムの使いやすさについて 

アンケート調査では、システム登録時・利用時に個人情報を扱うことについて「不安

％を占めている．また、抵抗なく提供できる個人情報は

「性別」が最も多く、「氏名」「メールアドレス」と続いた．「住所」や「電話番号」は

最も少なく、提供しにくい情報であるとの認識が強いといえる．メールアドレスは、

変更が簡単に出来るという点で提供しやすい情報と言える． 
信頼できる管理者に対して提供できる個人情報は「氏名」や「住所」が多く、管理

者の信頼度合いによっては住所などの情報を提供することに抵抗がなくなるというこ

とが言える．その点で、こういった個人情報を扱うシステムのセキュリティ、管理者

に繋がる大きな要因になると考えられる． 

個人情報の認識について 

抵抗なく出せる情報

0 2 4 6 8 10 12 14

氏名

住所　

電話番号

メールアドレス

性別

生年月日
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（３） 地域の活性化の効果 

最初に、ポイントシステムに関してだが、利便性に関しては８３％の利用者が使い

やすいとの回答を得られたので、ポイントシステムに関しての利便性は良好であるこ

とが分かった．また、実際にポイントの特典利用に関しては、システム運用から 2 ヶ

月なので実際に交換が行われるには至っていない．次に新鮮な情報のレコメンドに関

するアンケートは、５７％のユーザが興味のある情報が提供されていると答え、１３％

のユーザが意外な情報が提供されたとの回答が得られた．レコメンドに関しては７

０％の割合で有用な情報が提供されたと取れる．ポイント申請と連携させることによ

って、ユーザに対して動的なレコメンドが実現できたと考えられる．  
 

5.5.5.5. おわりにおわりにおわりにおわりに    

本研究では、地域内の人々の繋がりを強めることだけでなく、地域社会の外からの

参加者も呼び込むことにより、地域活性化をめざした支援システムを提案した．具体

的には、地域で既に実施されている「健康づくりポイントサービス」を基にして、パ

ソコンや携帯電話を用いた「ポイントサービス機能」、「情報推薦機能」や「ブログ機

能」により、繰り返し来訪してもらい、関心を持ち続けてもらい、地域外からも人を

呼び込めることをめざした．また、実装・試作と運用実験により評価を行いその有効

性を示した． 

本システムは操作しやすいシステムであり、参加者に対してはポイント機能によっ

て、継続的な利用を促すことができる．また、関心分野の繋がりが本研究の主題なの

で、ツアーの開催やレコメンド機能により、ユーザの中での関心分野の移り変わりは

達成できるものと考えられる．今後さらに、「ツアーを活発に開催する」「情報を積極

的に発信していく」といった運用面での工夫が必要となるものと思われる．また、ユ

ーザ個人だけに留まらずに、登録者が別の人にシステムの利用を促進できるような、

人的ネットワークを強化する仕組みも有効と考えられる． 
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